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 Python
 基本

 変数
値を代入していない変数は利用できない。宣言時に初期化する必要がある。
 Boolean型

True / False 。頭文字が大文字であることに注意。
 数値型

Int型とLong型があり、数値にLをつけるとLong型となる。ただし一定数値を超えると自動的にLongにキャストされるた
め、Lをつけることはあまりなさそう。サイズの限界はメモリに依存。2の800乗等も全く問題なく扱える。

 文字列型
通常の文字リテラルに加え、r /  u をつけたものが存在する。
rはraw文字列というもので、リテラル内を記述されたそのままに扱う。例えば下記は同意味。
'C:\\tmp'
r'C:\tmp'

また、unicode文字列を表す u もある。uについてはいろいろ難しそうなので省略。

ソースファイルにascii以外の文字列を記述する場合は以下のように文字エンコーディングをソースファイルの一番上に
記述すること。
# -*- encoding: utf8 -*-

 配列とスライス
配列は[]にカンマ区切りで記述する。格納する値の型は混在してかまわない。配列はスライスと呼ばれるやりかたで一部
を取り出すことができる。
a = [1, 'b']
b = [3,5,7]
x = a + b
xは [1,'b',3,5,7]になる。
x[2:3]
結果は [3,5] となる。スライスのインデックス指定はマイナス値を指定することもできる。マイナスを指定した場合には
配列の終了位置から前に向かって数える。
スライスのインデックスを省略することもできる。
x[2:]
インデックス2から終わりまで
x[:2]
始めからインデックス2まで。

スライスは文字列に対しても利用することができる。
また、ステップと呼ばれるものもある(2つとばしとかいう指定ができる)

 辞書
キーと値のセットで値を保存することもできる。
a = {'name1': 'a', name2: 'b' }
#辞書からkeyとvalueを取り出すためには、items()を呼ぶ必要がありました。
for k,v in a.items() :
print '%s/%s' % (k,v)
次のように表示される
name1/a
name2/b

辞書から値を取り出す場合。対応するキーが存在しない場合にはNoneを返す。
a.get('name1')

次のようにした場合には、存在しない場合にはデフォルト値(第二引数。この場合はx)を返す。
a.get('nameX', x)

また、メソッドを用いずに値を取り出すこともできる(存在しない場合にはKeyErrorを送出する)。
a['name1']

辞書からキーと値のセットを消す場合には del を使う。
del a['name1']

 アクセス修飾子
アクセス修飾子は存在しない。__で始まるファンクション名は予約語的な意味を持っていることがあるので、わからない
場合には使用しない。
eg. __init__ / __dict__ / __repr__ 等

 ブロック
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ブロックの単位はインデントで表す。インデントで使用するスペースの数に決まりはないが、タブを用いた場合にはタブ１
つでスペース8つとして計算される。

 クラス・ファンクション
クラスやファンクションの定義の仕方は下記のようになる。
class Hoge(SuperClass) :
some_attr = 0

def __init__(self) :
self.some_attr = 0

def somefunk(self) :
return self.some_attr + 1

コンストラクタは、__init__ という名前で定義する。
クラスのファンクションやコンストラクタの第一引数は、自分自身を表すselfを定義する。
インスタンスの変数を参照する際にはselfを用いる。
上記Hogeクラスを利用する場合は、下記のようにする。

hoge = Hoge()
hoge.somefunk() #結果は1

 引数
ファンクションの引数は「名前=デフォルト値」という指定が可能(名前だけでもよい)。
ファンクションの呼び出し時も、名前を指定して呼び出しを行うことで、引数の順序を不問いにできる。
また、名前をキーにした辞書を渡すことで、ファンクションの呼び出しを短く記述することもできる。

def test_function(smoke=False, lucky=strike, macbook=need) :
print smoke
print lucky
print mackbook
arg_hash = {'smoke': True, 'lucky': strike}
test_function(mackbook=buy, arg_hash)

True #smoke
strike #lucky
buy #macbook

 パッケージ(名前空間)
ディレクトリに __init__.py というファイルが存在すると、Pythonはディレクトリをパッケージとして扱う。__init__.pyに
記述されたPythonスクリプトは、パッケージのインポート時に実行される。

packageA全体をインポートしたい場合。packageAからどっとシンタックスでつないでいろいろ呼べる(と思う)。
import packageA

packageA.packageBのmoduleZをインポートしたい場合。moduleZにfunctionXがある場合、moduleZ.functionXと呼ぶこと
ができる。
from packageA.packageB import moduleZ

packageA.packageBのmoduleZにあるfunctionXをインポートしたい場合。このインポートの後では単にfunctionXと呼ぶこ
とができる。
from packageA.packageB.moduleZ import functionX

packageA.packageBのmoduleZにあるものをすべてインポートしたい場合(非推奨)。moduleZに存在するすべてを直接呼べ
る(と思う)。
from packageA.packageB.moduleZ import *

packageA.packageBのmoduleZにあるfunctionYをyという名前でインポートしたい場合。
from packageA.packageB.moduleZ import functionY as y

同じパッケージから複数のものをインポートしたい場合(カンマ区切りにする)
from packageA.packageB.moduleZ import functionX, functionY

 制御
様々な制御分があるが、詳細についてはPythonチュートリアルwww.m-takagi.org—tut.htmlを参照のこと。
 if
条件に合致するか否かで制御を振り分ける場合には、ifを利用する。
if a == 1 :
dosomething
elsif a == 2 :
dosomething



2006/08/13  10:33 AMindex.html

ページ 3/7file:///Users/makoto/Desktop/intro_django.html/index.html

else :
dosomething

 リスト内包表記
リストのそれぞれに対して処理を行いたい場合に利用する。
a = [' banana', '  loganberry ',' passion fruit '  ]
[weapon.strip() for wapon infreshfruit]
結果は、['banana', 'loganberry', 'passion fruit']となる。
似たものとして、mapやfilterもある。

 Django
 基本動作

Djangoに対するリクエストの流れは、最近流行の「無設定＋アクションのクラス内のメソッド名」ではありません。
DjangoはあるURLに対するリクエストを受け取ると、urls.pyに記述されている正規表現にマッチするものがないかを上から
順にチェックしていきます(正規表現はDjangoの起動時にプリコンパイルされてメモリに保存されるのでスピードに対する心
配をする必要はありません)。
DjangoはURLが正規表現にマッチすると、対応するPythonのファンクションを呼び出します。呼び出し時は、正規表現で取
得対象として記述したURLに含まれる文字列と、リクエストからDjangoが生成したRequestオブジェクト(ymasuda.jp—
request_response.html参照)がファンクションに対して渡されます。呼び出されるファンクションのことをDjangoはビュー
(view)と呼んでいます。
呼び出されたビューは、必要な処理を行い結果をTemplateシステムを用いてレンダリングします。レンダリングした結果を
クライアントにResponseオブジェクトとしてリータンします。

 GenericView
Webアプリケーションでよく使う機能を抽象化したもの。具象を引数として渡すことで機能する。
用意されたビューからはみ出るものは、ファンクションでラップするか、あるいはスクラッチで記述することができます。
 単純ビュー(django.views.generic.simple)

 direct_to_template
指定のテンプレートをレンダリングする。

 redirect_to
指定のURLへリダイレクトする

 日付ベースビュー(django.views.generic.datebased)
 archive_index

<app_label>/<modelname>_archive.html
日付順で指定のモデルをリストする

 archive_year
<app_label>/<model_name>_archive_year.html
年ごとに、指定のモデルをリストする

 archive_week
<app_label>/<model_name>_archive_month.html
月ごとに、指定のモデルをリストする

 archive_day
<app_label>/<model_name>_archive_day.html
日ごとに、指定のモデルをリストする

 object_detail
<app_label>/<model_name>_detail.html
日付と一つのデータを指定して、モデルの詳細を表示する。

 リストビュー(django.views.generic.list_detail)
 object_list

<app_label>/<model_name>_list.html
指定のモデルをリストする。容易にページング機能を付与することもできる。

 object_detail
<app_label>/<model_name>_detail.html
指定のオブジェクトの詳細を表示する

 更新ビュー(django.views.generic.create_update)
 create_object

<app_label>/<model_name>_form.html
指定のモデルのデータを作成する

 update_object
<app_label>/<model_name>_form.html
指定のオブジェクトのデータを更新する

 delete_object
<app_label>/<model_name>_confirm_delete.html
指定のオブジェクトのデータを削除する

 Model
データベースのテーブルと対応するクラス。Databaseとのやり取りを行う。
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 Field
Modelはテーブルを表し、Fieldはカラムを表す。ただし、一つのFieldやModelで複数のカラムやテーブルを表すこともあ
る。
Fieldは種別ごとにデフォルトのバリデータを保持しているものもある。
 Field共通のオプション

 null
任意(Default False)
True / False
文字列フィールド以外のデータにNullをデータベースに登録するかどうか。空のデータを許容するかどうかではない。

 blank
任意(Default True)
True / False
nullとは違い、空のデータを許容するかどうかを表す。Falseの場合は空のデータを登録しようとするとバリデーショ
ンエラーとなる。

 choices
任意(Default None)
配列やタプル(Iterable)
複数の選択肢からどれか一つを選択しなければいけないということを表す。
選択肢はIterableであればよい。

 core
任意(Default False)
True / False
他のオブジェクト編集の際、admin画面でインライン編集するかどうか。

 db_column
任意
string
Fieldの変数名がテーブルのカラム名とのマッピング規則から外れている場合に利用。

 db_index
任意(Default 基本的にFalse)
True / False
フィールドに対応するカラムにインデックスを生成するかどうか。Create Index文は、manage.py sqlindexesで出力さ
れるので、手動でデータベースに対して反映すること。

 default
任意
対応する型
フィールドのデフォルト値

 editable
任意(Default True)
True / False
admin画面で編集可能か否かを表す。

 help_text
任意(Default None)
string
admin画面でフィールドの下に表示されるヘルプテキスト。

 primary_key
任意(Default False)
True / False
このフィールドがプライマリキーか否かを表す。
モデルにTrueのフィールドがない場合は、idという暗黙変数に対してTrueのAutoFieldが生成される。

 radio_admin
任意(Defailt False)
True / False
ForeignKeyかchoicesのように選択が必要なフィールドに対してのみ設定可能。Trueである場合は、admin画面にて
radioボタンで表示される(Falseの場合はselect)。

 unique
任意(Default False)
True / False
モデル全体でユニークとすることを表す。

 unique_for_date / unique_for_month/ unique_for_year
任意(Default None)
日付型field名(string)
同一の日付/月/年でユニークとすることを表す

 validator_list
 AutoField
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プライマリキーのフィールドに暗黙的に利用されている。自動インクリメントする。
 BooleanField
真偽値を表すフィールド

 CharField
文字数制限のある文字列フィールド。
maxlength引数が必須

 CommaSeparatedIntegerField
間幕切りの整数フィールド。
maxlength引数が必須

 DateField / DateTime
日付/  日付時刻フィールド
auto_nowをTrueにすると保存時間が設定される。
auto_now_addをTrueにすると追加時間が設定される。

 EmailField
メールアドレスのフィールド。正しいメールアドレス以外はエラーとなる。

 FileField
ファイルを保存するためのフィールド。実際のファイルはファイルシステム上に保存され、メタ情報のみがデータベース
に保存される。

 FilePathField
特定のディレクトリ以下のファイル名のみを選択可能なフィールド。

 FloatField
浮動小数点フィールド。
max_digits 整数部の最大桁数
decimal_places 小数部の最大桁数

 ImageField
画像として有効かどうかのバリデーション付きFileField。
PILがインストールされている必要がある。

 IntegerField / SmallIntegerField
整数フィールド

 IPAddressField
 NullBooleanField

True/False以外に不明が選択可能な真偽値フィールド
 PhoneNumberField
 PositiveIntegerField / PositiveSmallIntegerField
正の整数のみ利用可能なIntegerField

 SlugField
内容を表すラベルに用いるフィールド。Ascii文字、数字、アンダースコア、ハイフンのみが利用可能。URLの一部とし
て利用する。

 TextField
長さ制限の無い文字列フィールド。
Oracleの場合: longを利用するので1テーブルに1つまでしか使えない。

 TimeField
 URLField
正しいURLのみ入力可能。example.comのようにレスポンスが得られないURLも不可。

 USStateField
 XMLField
指定のスキーマに従って内容をバリデーションするフィールド。
schema_pathでRelaxNGスキーマを指定する。

 Manipulater
オブジェクトの生成・更新を行うインターフェース。
生成はAddManipulatorを、更新はChangeManipulatorを利用する。
Modelを定義した時点で自動的に利用可能となっている。
Manipulatorは、オブジェクトの生成・更新だけでなく入力されたデータをどのように検証すべきかを知っている。
詳しくは、ドキュメントを参照してください。ymasuda.jp—forms.html

 DB API
DjangoのDB APIはPython的な記述を可能とし、また遅延評価等パフォーマンスを考慮した作りとなっています。
なにより、DjangoのDB APIはPythonの「暗示より明示」という思想を引き継ぎ、プログラマが指示した通りの動きしかしま
せん。
詳しくは、ドキュメントを参照してください。ymasuda.jp—db-api.html

 Shortcut
よく使うイディオム的な記述を可能な限り短くするためのファンクション
 render_to_response



2006/08/13  10:33 AMindex.html

ページ 6/7file:///Users/makoto/Desktop/intro_django.html/index.html

テンプレートをレンダリングして、Responseオブジェクトを生成する処理を1行で記述できる
 get_object_or_404
データベースからオブジェクトが取得できなかったらHttp404エラーを送出する

 get_list_or_404
データベースからオブジェクトのリストが取得できなかったらHttp404エラーを送出する

 get_or_create
Manager
指定の検索条件でオブジェクトが取得できなかったら新規で追加してオブジェクトを返す

 Middleware
リクエスト処理の前後に処理を行うことのできるもの。
セッションやキャッシュはMiddlewareで実装されている。
アプリケーションと祖結合にすることができる。
 cache
 gzip
 http
 locale
国際化

 transaction
例外が発生しなかった場合に、Transactionをcommitする

 Template
XMLベースではなく、テキストベースのテンプレートシステムです。非常に高速に動作します。
 継承

Djangoのテンプレートシステムは、よく見られるinclude型ではなくinherit型のテンプレートです。
基本となるテンプレートを作成し、他の派生テンプレートは本当に上書きが必要な部分だけ記述するものとなっています。

 制御
テンプレートを扱う人には表示に関する制御しか扱えないようになっています。
ループや条件分岐が主なもので、表示を行う際に便利な機能がたくさん盛り込まれていますが、計算やロジカルな処理を
行ったりする場合にはタグやフィルターと呼ばれるヘルパースクリプトの記述が必要です(プログラマの領分として明確に
住み分けを行っています)。

 タグ/フィルター
テンプレートからPythonスクリプトを呼び出す仕組みのことです。タグはロジカルな処理をして(たいていの場合は)、テン
プレート用のコンテキストに変数を格納します。フィルターは、出力をフォーマットしたりする際に使います。
独自に定義したタグ/フィルターを含むドキュメントへのリンクがadmin画面に存在します。
組み込みタグ/フィルターについての一覧・詳細はドキュメントを参照してください。ymasuda.jp—templates.html

 Scaffold
Modelから入力フィールドの名前やエラーの出力についてのひな形を作ることもできる。
django自体に添付はされていないが、有志により本家のwikiにスクリプトファイルがある。code.djangoproject.com—
Scaffolding
なぜdjango自体に取り込まれないのか？
Djangoの思想としてはコードジェネレーションは悪だから。

if scaffolding == code_generation and code_generation == bad:
mark_as_wontfix()
else:
check_sanity_level()

 Contrib
Djangoのコア機能ではない。しかしDjangoに同梱されてくるもの。
 admin
自動でできる管理画面。バックオフィスとしては十分な見た目と機能。カスタマイズもしやすく実装されている。

 auth
認証と権限の管理を可能とするもの

 CSRF
Middleware
クロスサイトリクエストフォージ対策ミドルウェア。各レスポンスにformタグがあった場合、自動的にtokenを埋め込む。
また、POST処理時にtokenが無い場合や、一致しない場合はForbiddenにする。

 ContentTypes
モデル同士の粗結合を可能とするもの。DjangoのcontribにあるCommentはどのモデルに対してでもひもづくことができる
が、それはこのContentTypesを利用して可能にしている。

 flatpages
url_confから対象を発見できなかった際に、データベースに登録してあるURLからコンテンツを表示するもの。既存サイト
のコンテンツがうまくdjangoアプリに収まらない場合に利用するとよい。

 humanize
TemplateTag



2006/08/13  10:33 AMindex.html

ページ 7/7file:///Users/makoto/Desktop/intro_django.html/index.html

出力を人が読みやすい形に整形するテンプレートタグ集。
大きな数字をmillionやbillionにするもの。国際化されていない。

 markup
TemplateFilter
HTMLではない記法で書かれたテキストをHTMLに整形するテンプレートフィルタ。
Textile/Markdown/ReStructuredTextに対応している。

 redirects
Middleware
url_confから対象を発見できなかった際に、データベースに登録してあるURLからリクエストをリダイレクトするもの。

 sessions
Middleware
session管理を行う。並列化可能であることを前提としているため、データベースにセッション情報を格納している。

 sites
一つのテーブルを複数のサイトで利用するためのもの。Managerのサブクラスで、各データベースを検索する際に対象のサ
イトIDを条件に入れてくれるもの。

 syndication
RSS2.0やAtom1.0を簡単に出力できるようにするもの。


